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（１） ２００４年１０月２５日 第８８７号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

憲法９条を守ろう県民のつどい
◇講 師 加藤周一氏

（九条の会呼びかけ人）
◇と き １１月３日�１３：００開会
◇ところ 名古屋市公会堂大ホール
◇入場料 一般１，０００円、障害者・小中学

生７００円

２００４．１０．２５
No.887

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

１０
・
１５
自
治
労
連
・
現
業
全

国
統
一
行
動
が
県
内
各
組
合
で

と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
市
職
労
の
現
業
評
議

会
は
青
年
部
・
女
性
部
合
同
決

起
集
会
と
し
て
２
７
０
人
が

ウ
ィ
ル
愛
知
に
夕
方
か
ら
集
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
日
中
は
要
求

の
前
進
を
求
め
て
交
渉
し
ま
し

た
。
西
尾
市
職
、
幸
田
町
職
労
、

知
立
市
職
労
、
岩
倉
市
職
は
早

朝
宣
伝
を
庁
舎
前
で
元
気
よ
く

行
い
ま
し
た
。

退
庁
時
集
会
も
瀬
戸
市
職
労

春
日
井
市
職
労
、
犬
山
市
職
労

な
ど
で
１
０
０
人
規
模
で
開
催

さ
れ
、
蒲
郡
市
職
労
は
地
域
給

の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
中

水
労
は
大
会
で
決
議
し
新
川
町

職
労
は
職
場
集
会
を
全
員
参
加

目
標
に
と
り
く
む
な
ど
秋
季
年

末
闘
争
勝
利
と
要
求
実
現
の
た

め
の
意
思
統
一
や
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
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名古屋市職労・現業評議会は２７０人で決起集会を開催。
各職場から仕事に対する思いが語られました。

知
立
市
役
所
前
で

早
朝
宣
伝
行
動

「「新新城城市市職職員員労労働働組組合合」」誕誕生生
市市町町村村合合併併視視野野にに単単独独組組合合へへ

第
７
回
地
方
自
治
研
究
全
国

集
会
が
１０
月
１６
、
１７
日
の
両
日

東
京
都
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

急
ピ
ッ
チ
に
す
す
む
憲
法
改
悪

と
自
治
体
再
編
の
動
き
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
、
く
ら
し
と
地

域
経
済
を
守
る
運
動
を
学
習
・

交
流
し
よ
う
と
、
い
つ
も
は
隔

年
開
催
の
と
こ
ろ
を
昨
年
に
続

き
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
各
地
か
ら
の
べ
１
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
に
立
っ
た
集
会
実

行
委
員
会
の
田
中
章
史
（
自
治

労
連
副
委
員
長
）
事
務
局
長
は

「
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
運
動
の

課
題
は
二
つ
。
第
一
は
地
方
交

付
税
の
充
実
、
税
源
移
譲
を
求

め
、
国
へ
の
運
動
を
様
々
な
住

民
団
体
が
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
。
第
二
は
安
易
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
切
捨
て
を
許
さ
ず
自
治

体
に
求
め
る
こ
と
で
す
。」
と

訴
え
ま
し
た
。

特
別
報
告
と
し
て
�
合
併
問

題
で
の
日
野
町
の
闘
い
�
鳥
取

県
厚
生
事
業
団
の
指
定
管
理
者

制
度
と
の
闘
い
�
諫
早
湾
干
拓

事
業
見
直
し
で
有
明
海
再
生
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し

。
た

１０
月
１５
日
、
自
治
体
一
般
新

城
市
民
病
院
分
会
が
定
期
大
会

を
開
催
し
、「
新
城
市
職
員
労

働
組
合
」
と
し
て
自
治
労
連
加

入
の
組
合
と
し
て
新
し
い
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

相
次
ぐ
市
町

村
合
併
の
動
き

を
視
野
に
入

れ
、
病
院
職
場

だ
け
で
な
く
、

本
庁
職
場
や
近

隣
自
治
体
に
自

治
労
連
と
し
て

の
活
動
を
積
極

的
に
行
う
た
め

に
組
織
拡
大
を

め
ざ
し
て
い
ま

す
。
執
行
委
員

長
に
選
出
さ
れ
た
中
村
や
よ
い

さ
ん
は
、「
病
院
職
場
は
産
休
・

育
休
な
ど
も
多
く
人
員
不
足
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
本
日
の
大

会
に
５５
人
も
の
組
合
員
が
厳
し

い
勤
務
の
中
で
参
加
し
て
く
れ

た
の
も
組
合
へ
の
期
待
の
表

れ
。
病
院
職
場
の
改
善
と
と
も

に
本
庁
へ
の
働
き
か
け
を
強

め
、
市
町
村
合
併
を
視
野
に
大

き
な
運
動
を
し
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
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各地の運動もちより緊急に学習・交流

第第
７７
回回
地地
方方
自自
治治

全全
国国
研研
究究
集集
会会

田中章史集会事務局長

東
海
自
治
体
問
題
研
究
所

は
、
１
９
７
３
年
地
方
自
治
の

発
展
を
め
ざ
し
て
設
立
さ
れ
た

会
員
制
の
研
究
団
体
で
す
。
自

治
体
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

総
合
的
・
科
学
的
に
学
習
す
る

た
め
、
各
種
の
学
校
、
講
座
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
、

研
究
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
市
町
村
合
併
・
情
報

公
開
・
東
海
豪
雨
な
ど
の
研
究

成
果
を
本
に
ま
と
め
る
な
ど
多

彩
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

諫早湾干拓見直しで有明海再生をめざすとりくみを報告
するみなさん東東海海自自治治体体問問題題研研究究所所のの会会

員員ににああななたたももななっってて下下ささいい
１１カカ月月たたっったたココーーヒヒーー２２杯杯分分

（（７７５５００円円））のの会会費費でで最最新新のの自自治治

体体情情報報ががああななたたののおお手手元元にに届届きき

まますす！！

東東海海自自治治体体問問題題研研究究所所

〒４６２－０８４５
名古屋市北区柳原

３－７－８
電話・FAX ０５２－９１６－２５４０
http : //www.tokaijitiken.org/
tjmken@f6.dion.ne.jp
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定
期
大
会
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（２）自治体 あいちの仲間２００４年１０月２５日 第８８７号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

個人共済還元例Ａ
加入内容（大人） 生命特約２５０口、医療基本１６口・
特約１６口、交通災害５口の場合
還元総額１２，９８０円（０３年６月～０４年５月／１年加入）

個人共済還元例Ｂ
加入内容（大人） 生命特約８０口、医療基本６口・特
約６口、交通災害２口の場合
還元総額４，４７０円（０３年６月～０４年５月／１年加入）

火災共済還元例
加入内容（木造） 建物１５０口、家財１００口
還元総額２，４６０円（０３年６月～０４年５月／１年加入）

自
治
労
連
共
済
は
加
入
者
へ
の

「
個
人
還
元
」を
今
秋
も
実
施
�

戦
後
補
償
を
求
め
て
５
年
半
余

て
い

し
ん

「
勤
労
挺
身
隊
訴
訟
」結
審

自
治
労
連
共
済
は

２
０
０
３
年
度
決
算

に
お
い
て
共
済
剰
余

が
生
ま
れ
た
こ
と
に

と
も
な
い
、
個
人
還

元
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
還
元
対
象
は
、

生
命
共
済
特
約
型
、

医
療
共
済
基
本
型
な

ら
び
に
特
約
型
、
交

通
災
害
共
済
、
火
災

共
済
と
な
り
ま
す
。

加
入
者
の
皆
様
へ
の
還
元
金
の

お
渡
し
は
１０
月
下
旬
よ
り
順
次

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
加
入

の
組
合
事
務
所
ま
た
は
担
当
者

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

今
後
、「
も
っ
と
充
実
、
さ

ら
に
安
定
」
を
め
ざ
し
、
ま
だ

加
入
い
た
だ
い
て
い
な
い
組
合

員
の
皆
さ
ま
に
自
治
労
連
共
済

へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
勤

労
挺
身
隊
と
し
て
名
古
屋
市
の

軍
需
工
場
に
動
員
さ
れ
た
韓
国

人
女
性
６
人
と
遺
族
の
男
性
１

人
が
、
国
と
三
菱
重
工（
本
社
・

東
京
）
に
計
２
億
４
０
０
０
万

円
の
損
害
賠
償
と
謝
罪
を
求
め

た
訴
訟
は
１０
月
７
日
、
名
古
屋

地
裁
で
結
審
し
ま
し
た
。
判
決

は
来
年
２
月
２４
日
に
言
い
渡
さ

れ
る
予
定
。

原
告
ら
の
訴
え
に
よ
る
と
、

１
９
４
４
年
、
１３
歳
か
ら
１５
歳

の
女
性
ら
は
国
民
学
校
の
教
師

に
「
日
本
に
行
け
ば
女
学
校
に

進
学
で
き
、
お
金
も
稼
げ
る
」

と
勧
誘
さ
れ
て
挺
身
隊
と
し
て

来
日
。
名
古
屋
市
南
区
に
あ
っ

た
旧
三
菱
重
工
名
古
屋
航
空
機

製
作
所
道
徳
工
場
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
実
際
に
は
劣
悪
な
環

境
と
差
別
の
中
で
強
制
労
働
を

さ
せ
ら
れ
、
賃
金
も
支
払
わ
れ

な
か
っ
た
と
主
張
。
帰
国
後
も

従
軍
慰
安
婦
と
同
一
視
さ
れ
、

偏
見
に
さ
ら
さ
れ
た
と
し
て
国

と
会
社
の
責
任
を
追
及
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
国
側
は
、

国
家
賠
償
法
施
行
以
前
の
こ
と

に
は
責
任
は
負
わ
な
い
な
ど
請

求
棄
却
を
主
張
。
ま
た
三
菱
重

工
側
は
、
旧
「
三
菱
重
工
」
と

は
別
会
社
だ
と
責
任
を
負
お
う

と
し
ま
せ
ん
。
人
権
を
無
視
し

た
戦
争
犠
牲
者
を
泣
き
寝
入
り

さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
支
援
す
る
会
も
裁
判
勝
利

に
向
け
て
奮
闘
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１１
月
７
日
は
２４
節
気
の

「
立
冬
」
で
す
。
夏
に
記
録

的
な
暑
さ
が
続
い
た
今
年

も
、
立
冬
を
過
ぎ
る
と
、
冬

は
駆
け
足
で
や
っ
て
き
ま

す
。
本
格
的
な
冬
に
体
を
備

え
ま
し
ょ
う
。

冬
は
腎
臓
が
い
た
み
や
す

い
季
節
で
す
。
腎
臓
を
鍛
え

る
た
め
に
、
ま
ず
足
の
裏
を
刺

激
し
ま
す
。
こ
こ
は
「
第
二
の

心
臓
」
と
も
い
わ
れ
る
と
こ
ろ

で
、
竹
踏
み
を
し
て
全
身
の
血

液
の
循
環
を
促
進
し
ま
し
ょ

う
。食

事
は
根
菜
を

と
る
よ
う
に
心
が

け
ま
す
。
冬
は
地

下
で
育
っ
た
大
根

や
ご
ぼ
う
、
に
ん

じ
ん
な
ど
が
旬
で

す
。
ま
た
、
冷
た

い
飲
食
物
は
体
を
冷
や
す
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、避
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、

風
邪
を
引
き
や
す
い
時
期
で

す
。風
邪
に
よ
る
鼻
づ
ま
り
は
、

鼻
の
粘
膜
が
炎
症
を
起
こ
し
て

充
血
す
る
た
め
に
起
こ
り
ま

す
。
息
苦
し
く
な
っ
て
口
で
呼

吸
し
、
の
ど
ま
で
痛
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
鼻
が
つ
ま
っ

た
時
は
、「
手
の
太
陽
」
と
い

う
ツ
ボ
を
刺
激
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
ツ
ボ
は
手
の
小
指
の

わ
き
に
あ
り
ま
す
。
小
指
の

第
一
間
接
と
第
二
間
接
の

ち
ょ
う
ど
真
ん
中
で
す
。

刺
激
の
仕
方
は
、
右
手
の

親
指
の
つ
め
を
左
手
の
「
手

の
太
陽
」
に
当
て
ま
す
。
右

手
の
人
差
し
指
を
左
手
の
小

指
の
内
側
に
当
て
、
親
指
の

つ
め
で
「
手
の
太
陽
」
に

「
×
」
印
を
つ
け
る
よ
う
に

し
ま
す
。
同
様
に
、
反
対
の

手
も
刺
激
し
ま
す
。
一
度
に

４
、
５
回
繰
り
返
し
、
こ
れ

を
日
に
３
〜
４
度
お
こ
な
い

ま
す
。

８
８
３
号
の
答
え
は
「
グ
リ

ム
ド
ウ
ワ
」
で
し
た
。
３１
名
の

応
募
が
あ
り
、
全
員
正
解
で
し

た
。
以
下
の
方
に
図
書
券
を
送

り
ま
す
。

鈴
木
の
り
子
（
学
事
労
）

山
口

浩
司
（
蒲
郡
市
職
）

杉
本
眞
由
美
（
名
古
屋
市
職
労
）

竹
本
昌
三
郎
（
豊
川
市
職
労
）

鈴
木

貴
子
（
瀬
戸
市
職
労
）

服
部

朝
江（
名
古
屋
市
職
労
）

日
置
美
佐
子（
春
日
井
市
職
労
）

早
川
美
知
代
（
豊
橋
市
職
労
）

倉
知
あ
け
み（
春
日
井
市
職
労
）

重
藤

新
子
（
学
事
労
）

◆
今
年
は
大
型
台
風
が
何
度
も

上
陸
し
、
給
食
が
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
（
神
谷
あ
け
み
・
西
尾

市
職
）
◆
娘
二
人
は
Ｗ
受
験
。

こ
れ
か
ら
本
番
に
む
か
い
、
気

を
使
う
ナ
ー
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
注
射
を
し
た
方
が
い

い
か
な
（
河
合
み
ど
り
・
名
古

屋
市
職
労
）
◆
秋
の
読
書
と
言

え
ば
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
。
発
売

日
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
連
日
遅
く
ま
で
読
み
ふ
け

り
、
寝
不
足
の
日
々
が
続
き
ま

し
た
私
は
や
は
り
「
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
」
よ
り
「
読
書
の
秋
」
で

す
（
黒
田
操
・
学
事
労
）
◆
私

た
ち
の
職
場
も
調
理
室
の
２
次

汚
染
を
防
ぐ
た
め
の
ド
ラ
イ

（
床
を
濡
ら
さ
ず
作
業
す
る
）化

に
向
け
て
皆
で
工
夫
し
頑
張
っ

て
い
ま
す
（
中
島
ひ
と
み
・
瀬

戸
市
職
労
）
◆
今
年
は
長
い
猛

暑
で
し
た
が
少
し
頑
張
り
す
ぎ

て
、
ハ
ー
ド
な
登
山
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
の
疲
れ
か
ら
少
し
夏

バ
テ
気
味
で
久
し
ぶ
り
に
体
調

を
く
ず
し
ま
し
た
。
早
速
�
秋

の
風
邪
に
効
く
ツ
ボ
�
を
試
し

て
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
（
與

呉
昭
子
・
名
水
労
）

ツボの話 来来
年年
２２
月月
にに

名名
古古
屋屋
地地
裁裁
判判
決決

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

鼻
づ
ま
り
に
効
く

「
手
の
太
陽
」へ
の
刺
激

鍼
灸
師

伊
藤
直
子

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
の
方
に
図

書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
１１
月
３０
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

新
城
市
職
労

（
１０
月
１５
日
）

執
行
委
員
長

中
村
や
よ
い

副
執
行
委
員
長

中
野
み
さ
子

書
記
長

岡
田
み
つ
子

書
記
次
長

森
野
さ
く
ら

同

栗
原
め
ぐ
み

新
役
員
紹
介


